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サ
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h
y
オ

ロ
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石
卸

卸
作
。

一
を
併
へ
た
も
の
で
、
点
字
二
年
江
戸
邸
に
於
い
て
前

コ
テ
ガ

固
下

腹
応
部
入
凶
郷
に
凶
す
る
混

一
代
容
を
訴
訟
し
た
。
一
閃
の
子
式
如
亦
惟
足
に
思

古
川
。
も
と
凶
術
が
あ
っ
た
か
ら
の
村
名
で
あ
る
と
の

一
び
、
伊
崎
珂
物
加
の
削
附
斜
に
於
い
て
最
も
精
し
〈
、
脅

設
と
、
然
ら
ず
と
す
る
説
と
あ
る
。
後
設
に
よ
れ
ば
、
一
日
加
の
尽
に
も
泌
じ
、
点
平
二
年
来
っ
て
加
賀
滞
に
仕

附
下
が
凶
衡
の
枇
な
る
こ
と
は
阿
よ
り
諭
は
な
い

一
へ
た
。
そ
の
・
出
倭
附
小
似
一
泊
怨
は
脅
節
目
干
に
闘
す
る

が
、
こ
の
凶
街
は
街
門
そ
の
も
の
で
は
な
く
し
て
、

一
・
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
水
品
む
近
・中
原
聡
俊
・同

凶
街
に
鴎
す
る
公
凶
の
諮
で
あ
る
。
部
し
』
」
の
煎
の

一
般
貸
与
は
有
駒
放
況
に
一
辿
じ
、
京
附
に
在
っ
て
加
到

公
川
は
、
公
簡
と
も
川
問
卸
と
も
呼
ば
れ
た
と
同
時

一
滞
の
除
h
f
h

食
み
、
伊
勢
山
(
沼

・
同
点
腐
は
京
師
よ
り

に
、
亦
附
街
と
も
郡
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
印
し
て

一
来
品
川
し
‘
前
び
に
綱
紀
の
お
別
に
賂
じ
そ
の
研
究
を

延
お
・延
久
以
除
、
そ
の
地
或
は
副
寺
に
斜
地
せ
ら

一
助
付
た
。
V
A

新
円
r
に
同
比
粉
生
・杉
本
義
隣
・今
技
直

れ
・
戒
は
酬
明
門
の
閃U
迎
に
附
し
て
、
郎
氏
上
一
殺
の

一
方

-
M
抑
川
定
が
あ
り
、

即日
円
山
尚
賦
の
入
に
し
て
凶

叶
市
川
と
な
っ
て
も
、
日
間
同
剛
・凶
一
耐
の
t
n
を
一
作
し
た

一
取
れ
ぜ
該
れ
た
る
祁
に
背
地
閥
抗
・背
地
組
幹
が
あ
り
、

も
の
が
あ
る
。
翌
日
の
凶
?
?
の
如
き
は
即
ち
円
程
で
あ

十
史
れ
の
烈
録
に
、
制
度
の
陥
僚
に
、
釧
耐
の
話
、
地
に
、

る
と
。
今
川
岨
I

恥
に
何
れ
の
訟
の
是
な
る
か
や
断
じ
得

一
各
抽
出
山
町
勉
し
て
綱
紀
の
治
山
引
の
前
後
を
粉
飾
し

、4
0

一
た
。
ド
っ
て
針
岡
山
・
明
利
の
凶
に
京
り
‘
問
申
式
如

コ
テ
ガ
テ

固
皐
門
一
〉
凶

mと
却

m
l加
制
縦

一
の
引
晶
子
朋
如
が
あ
っ
た
o
文
才
換
夜
、
古
紛
の
柏
原

の
初
期
に
在
つ
て
は
米
だ
凶
問
問
中
の
研
究
に
山
附
す
る
辺

一
的
似
偽
を
試
み
、
倭
山
川
給
制
十
出
血
廿
札
官
邸
じ
た
o
そ

助
を
見
ぬ
。
そ
の
こ
れ
あ
る
は
附
川
利
治
に
引

へ
た

一
の
説
安
俗
、
日
以
も
口
一政
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
耐

人
で
、
能
〈
御
氏
物
析
を
併
し
た
と
い
は
れ
る
制
作
的

-
し
て
捌
州
の
門
下
官
野
都
忠
は
、
許
制
の
般
を
こ
の

兵
太
夫
を
以
て
、
先
制
を
行
け
た
も
の
と
す
る
o
附

一
地
に
流
行
す
る
訴
山
縫
怒
り
迎
に
郎
附
し
て
部
川
封
印
仲

川
先
制
亦
附
棋
に
長
じ
、
凶
文
を
以
て
一
本
日
開
を
読
を
お
し
た
如
き
は
、
品
も
併
問
の
郷
土
化
し
た
も
の

は
し
た
。
前
川
剣
紀
の
時
に
束
。
、
小
松
椛
柿
院
の
で
あ
る
。
加
餐
水
の
総
山
一
円
裕
註
料
の
訟
を
話
し
て

併
能
附
凶
子
宮
泣
く
し
た
。
滞
阻
今
枝
伝
説
紅
い
て

↑
貸
住
枕
高
山
町
静
脈
問
山
形
子
と
い
ひ
、
佐
久
間
町
品
以
が

源
氏
物
叫
川
町

p-mば
ん
と
し
た
が
、
そ
の
日
る
防
相
陥

一
終
に
そ
の
内
外
一円
二
J
t
携
の
註
将
を
大
成
し
て
臨
言

る
を
以
て
、
二
人
は
制
約

L
て
中
途
松
任
に
曾
し
、

一
組
芯
と
題
し
た
る
も
、
亦
同
一
傾
向
の
護
誌
で
あ

秘
説
を
終
っ
た
と
併
へ
ら
れ
る
o

後
年
綱
紀
も
亦
似

一
る
o
F
4
と
時
同
時
に
掠
山
政
院
が
あ
り
、初
動
向
川
1

路
、

析
を
絞
み
、
白
氷
三
年
官
民
仰
な
京一
附
よ
り
即
し
て

一
務
初
以
来
の
史
資
を
抄
録
し
、
ま
た
自
ら
阿
見
し
た

そ
の
川
む
日
を
潤
い
た
o
ま
た
抽
出
加
久
慨
が
あ
り
、
従

一
庁
前
半
一
砲
し
て
附
に
治
し
た
。
政
院
記
及
び
耳
同
商
品
録

然
草
を
謎
み
、
古
今
の
諸
註
を
封
比
夢
校
し
て
、
徒

一
是
で
あ
る
。
又
也
川
筑
間
が
あ
る
。
和
泌
の
円
引
を
該

然
草
諸
抄
大
成
ニ
オ
径
を
勾
引
し
た
。
こ
れ
よ

0
先
、
一
ね
て
等
身
の
訪
を
『
部
し
た
が
、
就
中
同
文
を
以
て
記

宜
文
六
年
凶
申
一
閃
が
一
一
尽
耐
か
ら
来
て
、
綱
紀
に
江

一
し
た
も
の
に
は
.
尖
文
に
な
で
し
こ
あ
白
、
教
訓
に

戸
に
仕
へ
、
湖
沼
町
「研
究
の
制
こ
h

に
州
か
れ
た
。

一
下
間
半
老
ぷ
あ
り
、

一
仰
の
名
活
経
常
到
三
州
芯
も
一
辿

一
関
は
吉
川
悦
足
に
従
遊
し
て
、
唯
一
一
同
道
の
秘
説

一
俗
文
を
以
て
容
か
れ
た
。
湯
浅
稲
府
も
亦
加
賀
滞
に

コ
ク

‘ J 

山
紀
ぷ
・肥
後
物
約
・常
陸
前
等
を
講
ぜ
し
め
た
。
凶

中
朋
之
は
京
に
於
い
て
加
茂
季
限
に
問
中
ん
だ
も
の
で

あ
る
o
m
m
L
滞
校
側
放
の
際
以
棋
の
円
は
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
的
尽
に
偏
し
て
自
ら
阪
れ
た
の
を
、
ζ

こ
に
京
っ
て
百
円
興
し
た
測
で
あ
る
。
し
か
も
士
人
の

出
席
賠
訴
す
る
者
臨
閉
め
て
少
か
っ
た
か
ら
‘
附出友揮す

は
之
を
慨
し
、
肱
訟
を
滞
に
上
っ
て
そ
の
除
慌
を
期

し
た
が
、訟
に
如
何
と
も
す
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
。

此
の
如
き
は
濁
吠
F
aの
み
な
ら
ず
、
叶
川
崎
の
相
川
勢
は

附
川
県
に
於
い
て
も
亦
断
る
不
桜
を
締
め
た
の
で
あ
っ

た。

関
す
る
史
，μを
斡
め
.
或
は
滞
の
典
放
を
明
ら
か
に
一

し
た
若
越
が
多
い
。
森
加
平
次
そ
の
後
世
受
け
て
出

一

で
、
務
未
よ
り
明
治
に
亙
り
て
務
史
の
研
究
に
伶
太
一

の
足
跡
を
印
し
た
。

一

公
一
〉
外
来
凶
m申
書
官
の
感
化
|
文
政

・
天
保
の
頃
に
拠

一

村
措
祝
賀
が
あ
っ
た
。
門
闘
に
し
て
前

m
m壌
の
知
辿

一

を
受
け
、
出
附
校
明
倫
山
認
の
総
潜
行
で
あ
っ
た
。
柴
町

一

利
泌
古
今
の
笛
を
逝
制
し
て
若
醤
甚
だ
多
か
っ
た

一

が
、
そ
の
吉
宮
衣
延
排
は
脅
簡
の
取
に
山
闘
し
、
凶
肌
(
一

異
殺
は
制
祇
の
棋
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
策
抑
制
官

一

て
白
士
谷
御
杖
を
抱
い
て
銚
を
紛
う
た
こ
と
が
あ
る

一

か
ら
、
幾
分
の
感
化
を
得
た
こ
と
が
あ
ら
う
。

IX
政

一
(
四
〉
同
然
と
品
川
王
家
1
然
る
に
民
間
に
於
い
て
は
之

十
三
年
富
市
拙
源
文
民
の
務

4
望
島
幸
智
、
そ
の
円
引
を

一
と
山
間
に
し
て
、
仰
を
搾
ん
で
山
道
を
泌
き
、
若
し
〈

宣
併
せ
ん
が
お
金
搬
に
来
た
。
乙
L

に
於
い
て
辛
智

一
は
自
ら
符
そ
刊
叫
ん
で
夜
明
す
る
も
の
が
少
く
な
〈
、

の
門
に
入
る
も
の
市
を
お
し
、
就
中
成
樹
正
取
・前

一
彼
容
は
皆
天
川
閣
と
出
府
と
の
凶
作
此
す
べ
か
ら
ざ
る
村
和

田
山
県
義
・寺
耐
努
川
が
最
も
川
削
れ
た
。
幸
視
の
問
中
は
、
一
愉
に
訟
し
、
必
延
の
凶
初
め
て
則
正
輸
を
附

へ
る
中
日

一
昔
一
昨
訟
の
般
に
よ
っ
て
利
典
を
解
説
せ
ん
こ
と
を

一
を
見
る
に
来
っ
た
。
是
を
以
て
滞
巾
多
数
の
士
が
‘

企
て
た
も
の
で
、
先
づ
之
に
糾
問
す
る
合
的
活
用
の
法

一
向
伎
町
悼
を
可
と
し
た
る
に
抑
ら
ず
、
元
治
一苅
年
山
子

を
新
築
L
、
文
法
を
ぽ
遺
し
た
の
で
あ
っ
た
。
越
中

一
附
川
悩
山
小
の
入
京
し
た
際
、
長
旅
の
伐
に
斡
旋
徹
力

の
議
円
以
に
し
て
金
仰
に
位
し
た
五
十
回
刷
協
好
の
如
き

一
し
た
誕
附
の
芯
士
に
は
、
制
酬
を
州
民
に
さ
ら
し
た
も

も
、
亦
之
を
中
村
孝
道
か
ら
受
け
て
信
制
惜
し
た
。
天

一
の
が
多
か
っ
た
。
大
野
木
克
似
・背
木
努
紋
抗
木
有

保
の
頃
儲
守
部
・
鈴
木
鼠
胤
来
b
遊
ぶ
や
、
士
人
に

一
一
制
等
が
川
中
綿
之
の
門
人
で
あ
り
、
不
脱
出
太
郎
が

し
て
跡
典
を
問
」
も
の
が
多
〈
、
石
間
損
千
十
町
・
石思…

↑
平
川
総
胤
の
討
批
U

に
心
前
即
す
る
人
で
あ
っ
た
如
き
は

魚
訓
は
鼠
胤
の
門
下
で
あ
っ
た
。

一
即
ち
是
で
あ
る
。

会
一
)
滞
校
に
於
け
る
閥

mT
l
か
〈
滞
外

mT者
の
来
つ

一

て
阜
県
を
鼓
吹
し
、
士
人
の
漸
〈
先
制
附
し
た
附
に
常

一

り
、
外
凶
と
の
交
渉
大
に
緊
山
田
を
加
へ
た
か
ら
、
我

一

が
凶
聞
の
同
来
に
就
い
て
反
省
す
ベ
〈
、
命
古
市
町
を

一

緒
く
も
の
あ
る
に
主
っ
た
。
是
に
於
い
て
滞
校
明
倫

一

飲
に
在
つ
で
も
、
円
前
永
五
年
六
且
そ
の
教
科
と
し
て

一

山
荒
川
千
講
料
を
加
へ
、
問
中
朋
之
・
石
黒
千
特
を
制
附

一

と
し
、
狩
谷
限
友
・
高
橋
臼
理
〈
後
笹
川
)
を
術
助
と

一

L
て
、
古
邸
・記
・日
本
部
記
を
主
と

L
、
滞
帥
開
制
・沼

一

コ
ヲ
ガ
ク
ケ
イ
コ
シ
ダ
イ
キ

園
間
平
穏
古
次
第
記

公
政
三
年
初
附
川
中
翁
口
授
、
門
人
捕
す
策
担
と
し
た

一
枚
川
酬
で
あ
る
o
-折半
M

川
巾
朋
之
が
、
凶
mqを
mTぶ

に
枕
い
て
、
如
何
な
る
切
を
泊
む
べ
き
か
を
一
市
し
た

も
の
で
、
直
路
の
鑓
・玉
鉾
一
内
自
・古
原
記
等
の
書
名

を
期
げ
、
そ
の
自
の
性
叫
を
も
略
説
し
て
あ
る
。

コ
ヲ
コ
ウ
セ
イ
7
チ
ョ
ウ

園
公
正
諮
燦

y
エ
イ
ケ
イ
ズ
デ

y

w
品
永
系
制
問
。
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国
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加
賀
の
川
問

三
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